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大阪の史跡や歴史
資料を毎号連続で
ご紹介します。

近代製紙業のはじまり
　近年、資源の節約のためペーパーレスが唱えられることが多くなりまし
たが、私たちの生活に紙はなくてはならないものであることには変わりが
ありません。現在私たちが主に使っている紙は「洋紙」で、明治になり新し
く製造法が伝えられたものでした。
　北区中之島の大阪国際会議場の敷地の一角に石碑とパネルがあり、
近代製紙業発祥の地と記されています。現在は会議場やホテルなどが立
ち並んでいますが、かつて紙の工場があったのです。
　明治維新となり、さまざまな用途でそれまでの和紙ではなく洋紙が必要とされるようになりました。そこで
大阪の商人平野屋五平衛がイギリスから紙をつくるための機械を明治４（1871）年に購入しようとしたのが
その始まりでした。その後、政治家の後藤象二郎が商人たちと設けた蓬莱社という会社が譲り受け、明治８
（1875）年に本格的に操業を開始しました。ここはもと熊本藩の蔵屋敷で、土地の払い下げをうけたもので、
まとまって土地が得られ、原料の運搬や水の利用が便利だったことがあったようです。
　洋紙製造は大阪での操業開始と相前後する時期に、東京や京都、神戸などでも始まっていて、当時の政
府や民間の人々が新たな産業を興そうとしたのでした。そのうちの一つは今年話題ともなっている渋沢栄一
も関与した抄
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会社（のちの王子製紙）でした。

　中之島での製紙業はその後会社の名前が幾度か変わりながら昭和の初めまで営まれ、工場のある風景
は名所の一つともなっていました。� （大阪市教育委員会事務局　文化財保護課）

近代製紙業発祥の地の顕彰碑（北区中之島５丁目）

11月25日から12月1日は犯罪被害者週間です
　犯罪被害は、いつ誰に起きるかわかりません。
　犯罪被害にあわれた方やその家族・遺族の方（犯罪被害者等）が、被害から立ち直り、地域において再び平穏に
過ごせるようになるためには、地域の人々の理解と配慮、協力が重要です。
　大阪市では、「犯罪被害者週間」にあわせて関係機関と連携し、啓発事業を実施します。この週間を機会に
犯罪被害へのご理解とご協力をお願いします。

犯罪被害者等支援
シンボルマーク
「ギュっとちゃん」

気づき・発見・いろいろ ぱれっと 身近なテーマで、人権問題について考えるコーナーです。
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大阪市では、「犯罪被害者等支援のための総合相談窓口」を
設置し、犯罪被害者等からの相談を受け付けています。
場所 �市民局ダイバーシティ推進室人権企画課�
（大阪市役所4階北側）　

時間 9:00～17:30（土・日・祝日・年末年始を除く）
電話 06-6208-7489　FAX 06-6202-7073

犯罪被害者等支援のための総合相談窓口

場　所：大阪市立難波市民学習センター　参加費：無料　　
定　員：20人（先着順）
申　込：�大阪市立難波市民学習センターの窓口、電話、ファックス、�

「いちょうネット」にて受付
〔講演会の申込み・問合せ先〕 大阪市立難波市民学習センター　

電話 06-6643-7010　FAX 06-6643-7050

日　時 テーマ・講師
講演①（1時間） 講演②（1時間）

令和4年
１月25日（火）　
18:00～20:00

少年犯罪を考える
－息子を奪われた母
の想い－
講師：武 るり子さん
（少年犯罪被害当事
者の会 代表）

「犯罪被害にあう」ということ
～あなたに知ってほしいこと、
あなたにできること～
講師：伊藤 英夫さん（認定�
ＮＰＯ法人 大阪被害者支援�
アドボカシーセンター　犯罪
被害相談員）

●講演会「犯罪被害や被害者支援について考える」

大阪市が主催する事業

●セレッソ大阪と連携したスタジアムでの啓発
開催日：令和３年11月20日（土）　　場　所：�ヨドコウ桜スタジアム
内　容：�セレッソ大阪VS川崎フロンターレ（14時キックオフ）において、�

啓発グッズの配布などの啓発活動を実施

●「犯罪被害者週間」啓発パネル展
日　時：�令和３年11月24日（水）～12月１日（水）�

大阪市役所および堺市役所開庁時間　
場　所：�大阪市役所　1階正面玄関ホール�

堺市役所　高層館１階北側ロビー
内　容：�被害者団体や支援団体と連携し、パネルなどを展示

●�被害者支援シンポジウム 
「今、改めて考える　被害者を支える民間支援センターの役割」

日　時：�令和３年11月27日（土）　13：30～16：00
場　所：�大阪市立阿倍野区民センター　小ホール
内　容：基調講演と対談
	 　講師　�小西　聖子氏�

（武蔵野大学副学長・人間科学部教授・精神科医）�
井上　尚美氏�
（大阪被害者支援アドボカシーセンター支援統括責任者）

定　員：100人（先着順）※当日に限りYouTube配信あり
申　込：�「大阪被害者支援アドボカシーセンター」ホームページをご覧ください

〔事業の問合せ先〕 大阪市市民局ダイバーシティ推進室人権企画課　
電話 06-6208-7619　FAX 06-6202-7073

大阪市、大阪府、堺市、大阪府警察、
認定 NPO 法人大阪被害者支援アドボカシーセンター連携事業

※�新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、掲載の各事業やイベント等については、主催者の判断により変更または中止、延期される場合があります。�
開催の有無等につきましては、各申し込み先にお問い合わせをいただきますようお願いします。
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